
 

 

 

 

 

 

こんにちは。本記事を執筆しているのは５月末ですが、そろそろ梅

雨入りになるのでしょうか。西日本豪雨からもうすぐ７年になります。

毎年６月は「土砂災害防止月間」。この機会に、急激な豪雨や長引

く大雨、台風の接近などを想定し、避難のタイミングや災害時にとる

べき行動を整理してみましょう。 

最初に大事なのは情報収集です。テレビで市が発信する「避難情
報」や「避難所の情報」などを見られます。NHK総合にチャンネルを

合わせ、デジタルリモコン「dボタン」を押してください。 

停電時やインターネットが繋がりにくい場合、最も情報を得やすいのがラジオです。岡山市緊急告知ラジ
オが販売されています。スマホ等を持っていない為に緊急速報メールを受信できない方でも災害情報を

受け取ることが出来ます。FM７９．０のレディオモモを受信できれば、自然災害や弾道ミサイルなどの緊

急情報が電源を切っていても最大音量で放送されるラジオです。「岡山市緊急告知ラジオ」で検索すれば

購入ページに飛ぶことが出来ます。価格は９０００円ですが６５歳以上の方や、避難行動要支援者は２００

０円で購入できます。 

注意点として、災害時の SNSでは様々な情報が飛び交い、真偽不明のいわゆるデマ情報が拡散される

場合があります。信頼できる情報か否か、冷静に判断しましょう。災害はいつ起こるのか分かりませんが

被害を未然に防いだり、軽減したりすることは可能です。時には家族と話をして自宅やその周辺、通勤・

通学時の災害リスクをハザードマップなどで確認しておきどう避難するか考えておく事も重要です。 

災害発生から３日（できれば１週間）分の備蓄を用意し、両手の自由が利くリュックサックなどに入れて、

すぐに持ち出せる場所に置いておきましょう。避難についても、指定の避難場所だけでなく、安全な親戚・

知人宅やホテルなどに避難する、自宅が安全であれば屋内で安全を確保するなど、状況に応じた様々な

避難行動があります。避難場所が発表されると、その地域にある小・中学校、公民館が原則、同時に避

難場所として開設されます。ただし災害の種別によっては、開設しない施設もあります。避難するときは、

安全で身軽に動ける服装を最優先しましょう。履きなれた底の固い靴を履いて避難する方が良いです。ま

た避難場所には、高齢の人や疾病のある人も集まります。マスクなどを用意しておくと良いでしょう。 

以上、岡山市 HP と市民だよりを参考にしました。備えあれば憂いなしと言います。防災意識を６月は高く

しておくと良いかも知れないですね。それではまた。 
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